




















































侶イダ・パンディタ・ムプ・パラマダルマ Ida Pandita Mpu Parama 
Dharma師 3 の住居でもある。ちなみにバリ・ヒンドゥー教の僧侶には、

























したSanskrit Texts from Bāli（Gaekwad’s Oriental Series No. 62, 
Gaekwad Oriental Institute, Baroda）に所収されている。また同テキス
トは、2007年にインドネシア人研究者のG.Pudjaがテキストとインドネ
















  ─ 84 ─

































































” で口を手に持った瓶の水をかけて浄化する 7 。それ
から僧はアストラ印（astramudrā）を結び、「自身を浄化せよ」という
一連のマントラを唱える。この部分はWedaparikramaにはなく、僧が






7  以上の 3 つについては（Pudja 2007: 65-67）参照。
























 dhūpadīpa astrāya namah
4
”と唱





























































 bhūr bhuva”云々と唱えながら、同様に左手の 5 本の指を順番に浄












mahāgan4gāyai 10 tīrtha pavitrāni svāhā”と唱え、草でできた刷毛で容器
内の聖水をかき混ぜる。この行為が聖水を作る行為であるArgha Patra
  ─ 82 ─


































































10 （Pudja 2007: 180）ではmahāgan4gāyaoとなっているが、（Lévi 1933: 21）を採る。
11 パラマダルマ師のご教示による。
12 （Pudja 2007: 218）
13 （Pudja 2007: 74）参照。
14 （Pudja 2007: 75-76）参照












































リティヴィー、スリ （ーŚrī）女神、また祖霊（B. Batara Kawitan）や
八方位と中央を守護するnawasangaと呼ばれる男神のグループなどであ
る17。
  ─ 80 ─
15 これらのマントラは本稿で参照したWedaparikramaテキストには含まれない。



































び出す女神として Brāhmī, Maheśvarī, Kaumārī などの七母神に Gāmendrī を加え
た 8 名の女神の名が見られる（Pudja 2007: 111）。ネパールでも八母神はポピュラー
であるが、Gāmendrī 女神はネパールでは見られず、代わりにMahālaks
4
mī が 8 番
目となる。



























  ─ 78 ─
18  Wedaparikrama（Levi 1933: 27）にもPrayascitaのマントラが記述されているが、
ここで僧が唱えるマントラはそれとは異なっている。
19  ここでは僧は自身が所有するバリ文字手書きのテキストを用いており、その文言













































20  クシャ草はインドの祭式でも使用される植物（学名 Poa cynosuroides）であるが、
この儀礼で使用された植物の入手経路等は現在不明であり、今後調査の上明らか
にしたい。
21 （Pudja 2007: 104）
  ─ 77 ─
（　71　）
ヒ ン ド ゥ ー 教 徒 が 寺 院 等 で 行 う 一 般 的 な「 5 つ の 礼 拝 」（B. 
Pancasembah）が行われるとされる。「 5 つの礼拝」とは、通常①両手
に何も持たず礼拝（礼拝者の浄化）、②バリ・ヒンドゥー教の最高神サン・





































  ─ 76 ─










た時間は約 1 時間であるが、< 1 >の準備的儀礼のうちの<1.1>の聖水作
り（Argha Patra）、およびマントラによる供物、器具、僧の身体の浄


















































  ─ 74 ─
24  儀礼を行ったパラマダルマ師によれば、その他Kusumadewaというテキストや、
オランダ人研究者GourdriaanとHooykaasが編纂したバリ・ヒンドゥー教の神々へ
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  ─ 73 ─
（　75　）
  ─ 72 ─












写真 4 　 僧はマントラを唱えて、儀礼用
の帯を着用する。
  ─ 71 ─
（　77　）
  ─ 70 ─
写真 5 　 印を結んで、身体内部を浄化す
る僧。
写真 6 　 聖水が完成した後、次の行為を
行う準備として宝冠を被る僧。
（　78　）
写真 7 　 僧の妻はリスを回しながら、聖
水を振りまく。
写真 8 　 僧の妻はnatabを行って供物を
神々に捧げる。
  ─ 69 ─
（　79　）







  ─ 67 ─
（　81　）








  ─ 65 ─
